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資料紹介

黒船来航時の非常事態マニュアル

御出陣御行列役割写帳(黄葉夕陽文庫)
かんちゃ.ん れんじゅ〈

当館所蔵黄葉タ|湯文庫は、稲山滞儒者・菅茶山(1748-1827)が神辺に聞いた私塾・牒盤に伝わった資

料群です。今回紹介する「御出陣御行列役割'Ej.帳」は、茶山の'WJの子で茶山の後継者となった稲山藩儒者

者白t論詰(1810-1860)が筆写したものと思われます。
この資料は、アメリカペリー艦隊が神奈川和l'に再来航した菊水7年(1854)に、楠山務主阿部正弘が諸藩に

よる瞥骨1i状況の視祭及び戦争勃発11寺の出陣を惣定して、あらかじめ決めておいた行列の編成と各務士の

役割の写しです。
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阿部正弘と近|歪からなり、視察を想定した編成です。

lJI者 儒者 医師や藩主の諸道具を持つ従者も含まれま

す。儒者には、正弘の信任が厚くペリ ー艦隊視察にも行

った石川和l介(限l藤藤陰)の名前も見えます。

第1群を支援する役割jで、普

tlj奉行や勘定組頭、料理頭など
からな ります。
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ノ侍大将中山左衛門が率いる鉄砲隊・検隊で

す。戦時の略援部隊と思われます。行列の役割

名の下に個人名が朱'1'Jきされており、いつでも

出陣できる体制であったことがわかります。

御出陣御行列役割写帳

針を立てていましたが、情勢次第で戦争勃発の可能

性がありうるという緊迫感に包まれていました。こ

のような情勢の中で、阿部正弘は棉111務江戸滞邸に

さまざまなケースを想定した出陣計画iを準備させ
たと考えられ、この資料は、「黒船来航時の非常事態

マニュアル」といえます。

この資料は、春の企画展 「阿部正弘と日米利税粂

末尾には、嘉永7':1'2月23日付けの13条からなる注

意容きが記されています。その内容は、藩主の主主城 ・

視番号 i臨時それぞれの場合の11服装武装の指示、集

合場所、行動の際の注意点からなります。

当時、福山帯主 阿部正弘は老中首座でした。ペリ

一般l嫁は前年に初来航して幕府に対して開図を要

求する大統領国牲を手渡し、その回答を得るためこ

の年の1月16日に再来航しました。これ以後、3月3日

に日米和親条約が締結されるまで、幕府は遊i械の方

約」に展示されています。

(主任学芸員 西村直城)
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